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広葉中学校区(広葉中・双葉小) 

コミュニティスクール(CS)協議会 

Ko Yo 
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広葉中学校区目指す子ども像 

 

 

 

大志をいだきたくましく 

チャレンジしよう 

意欲的に学び、主体的に考え、 

表現しよう 

思いやりをもち 

えがおで協力し合う 
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広葉中学校区コミュニティスクールイメージ図 

  

 

 

 

 

 

 

 

各部の活動案 

〇地域連携部 
 昨年度まで行ってきた活動を中心に、周知をはかる連携と協力を願う連携をしていく

ことが主になっていきます。例えば小中合同ごみ拾いや除雪ボランティア、卓球レクな

ど行ってきたものをこの連携部でも共有し、発信していくことなどがあげられます。特に、

関係団体としては、健連協・小中 PTA・幼稚園等が中心となっていきます。 

 

〇安全部 
 子どもたちの登校・下校に関すること、不審者防犯対策、地域の防災に向けて、ネッ

トリテラシーの向上など、地域で高めていかなくてはならないものばかりです。情報の

共有だけではなく、実際に活動している団体の支援と協力を連携してできるようになる

ことが、子どもたちの安全を守る一番肝要なポイントになります。特に関係団体としては、

交通安全ボランティア(見守り隊)・民生委員・社会福祉協議会・健連協・小中PTA等が

中心となってきます。 

学校運営協議会(CS) 
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広葉中学校区 

コミュニティスクール 

〇学び支援部 
 子どもたちへの学びの支援として、「読み聞かせ」や「漢検・英検の試験監督」「夏休

み、冬休み学習会の補助」「水泳指導ボランティア」「スキー学習ボランティア」「学校花

壇ボランティア」「部活動支援(資源回収)」等、子どもたちの学びに直接かかわる活動

が主になります。今現在は、それぞれの学校だけで行っていますが、広く地域に呼び

かけて、子どもたちの学びの支援活動が主になります。 

特に関係団体としては、お話の会「そらまめ」さん・NPO 法人「いこーよ」・小中 PTA・

各自治会等が中心となってきます。 

令和 5 年度からの広葉中学校区コミュニティスクール 

 

 

 

 

 

 

 

 

広葉中学校区の子どもたちの健やかな成長と学校の支援、地域の発展のために、

それぞれが独立して活動するだけではなく、コミュニティスクールを中心に情報の発信

と共有、協力、連携ができるようにしていきます。 

学校・家庭・地域をつなぐパイプ役として一つずつ歩みを進めていきたいと思いま

す。 

子どもたちの成長のため  学校支援のため 

地域連携のため 

見守り隊 

民生児童委員 

社会福祉協議会 

青少年健全育成連絡協議会 

お話の会 

「そらまめ」 

自治連合会 

NPO 法人 

「いこーよ」 

幼稚園・保育園 

PTA 
ボランティア 

(学校地域支援本部等) 

 

放課後子ども学習室 
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広葉中学校区学校運営協議会 

「広葉中学校区コミュニティスクール運営協議会」  

会則 

 

【設置】 

第 1条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第４７条の５

及び北広島市立学校運営協議会に関する規則（平成 25 年北広島市教育委員会規則第 2

号。以下「規則」という。URL:https://www1.g-reiki.net/kitahiroshima/reiki_honbun/f000RG00000946.html）

に基づき、北広島市立双葉小学校及び北広島市立広葉中学校に共同で広葉中学校区学校

運営協議会（以下「学校運営協議会」という。）を設置する。 

２ 学校運営協議会の名称は、「広葉中学校区コミュニティ・スクール運営協議会（以下「CS

協議会」という。）とする。 

 

 

【目的】 

第 2条 CS協議会は、広葉中学校区における義務教育 9年間を通した小中一貫した学校

運営に関し、保護者及び地域の住民等（以下「地域住民等」という。）が積極的に参画する体

制を整える。そして熟議を重ねながら、地域で目ざす子ども像の実現に向けた開かれた教育課

程づくりと、学校運営の改善及び児童生徒の健全育成に取り組み、地域とともにある学校づく

りの実現を目的とする。 

 

 

【委員及び運営等】 

第 3条 CS協議会の委員及び運用等については、規則第 6 条から第 13 条までの規定を 

準用する。 

 

 

【部会】 

第 4 条 CS 協議会に、「学び支援部会」、「安全部会」、「地域連携部会」を置く。 

2 学び支援部会は、学校の教育活動への保護者も含めた地域人材の積極的な参画の促進 

に関する活動を行い、CS協議会事務局に報告する。  

３ 安全部会は、児童・生徒の健全育成及び安全に関する活動を行い、 CS 協議会事務局に 

報告する。  

https://www1.g-reiki.net/kitahiroshima/reiki_honbun/f000RG00000946.html
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４ 地域連携部会は、地域の行事へ積極的に関与し、CS協議会へ報告する。 

５  CS 協議会は、前 2 項及び前 3 項規定する部会活動を行うために必要と認める場合は、

CS協議会の委員以外の者（以下「部会委員」という。）を加えて部会運営することができる。 

６  前５項の部会委員には、規則第 6条ならびに第７条の規定を適用する。  

7  会長・副会長・各部部長をもって CS協議会の役員とする。 

  

 

【事務局】 

 第５条 CS 協議会の事務局は、広葉中学校・双葉小学校内に置く 。(〒061-1134  北広

島市広葉町 5丁目の 1 広葉中)(〒061-1142 北広島市若葉町3丁目 12 双葉小) 

1 年おきに事務局は広葉中と双葉小と交代で務める。 

 

 

【委任】 

 第 6 条 この会則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、会長が CS

協議会に諮って定めるものとする。  

  

 

附則 この会則は、令和 5年 5月 12 日から施行する。  
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【令和５年度】 北広島市立双葉小学校グランドデザイン（詳細版） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

重点目標 

スタンダード 
育成を目指す資質能力 

共に学び、共に高め合う子どもたち 

【知】意欲的に学び、主体的に考え、

表現 する力 

【徳】思いやりを持ち  

えがお で協力し合う 
【体】大志をいだきたくましく  

チャレンジ 

何ができるようになるか 

●学校教育の基本 

意欲的に学び、自ら考え、主体的に

表現する人を育てる 9 年間 

自他を尊重し、えがおでコミュニケー

ションをつなげ・ひろげる 9 年間 

心身を鍛え、大志をいだきたくましくチャ

レンジする 9 年間  

生きて働く 

「知識及び技能」 
❶学力・学習を支える基盤づくり 

「聞く・話す・書く・読む」 

より良い学習・生活習慣の改善定着 

❶自他を尊重し思いやりの気持ちを持

っている。 

❶心身ともに社会で通用する力を備えよう

と、意欲的に取り組む。 

未知の状況にも対応できる「思

考力・判断力・表現力」 
❷自ら考え、多様な手段で表現する。 

（言語・図表・身体・芸術等） 

❷協働した学びから考えを広め、深めて

いく中で、新たな課題にも取り組む。 
❷向上心をもって取り組むたくましさを持

ち、新たな創造に取り組んでいる。 

「学びに向かう力、人間性等」の

涵養 
❸主体的に学ぼうとする意識を持ち、

学びに楽しさを見出す。 
❸笑顔を大切にし、コミュニケーション

スキルを生かすことができる。 
❸失敗を恐れず積極的にチャレンジし、学び

を人生や社会に生かそうとしている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

学校経営方針 

～表現・笑顔・

チャレンジ～ 

Ⅰ 協働と創意を基調に信頼と調和のある学校作りの推進 
Ⅱ 個性に応じて子どもの豊かな自己実現を図る教育の推進 
Ⅲ 知識・技能の習得を基盤に思考力・判断力・表現力等の育成す

る教育の推進 

Ⅳ 豊かな心と健やかな体を培い、社会性を育む教育の推進 
Ⅴ 一人一人の児童を尊重し、人間としての教養を育む教育活動の推進 
Ⅵ 家庭・地域・異校種・関係機関と連携して、9 年間を見据えた教育

の推進 

＜重点１＞確かな学力の育成 
１）全ての児童に学力を保障する授業改革 
・児童の主体性、対話を重視した授業づくり 
・各種諸調査の結果や学校改善プランに基づく学
力向上の取組 
・個別最適な学びと協働的な学びの充実を図る ICT
の有効活用 
２）校内研究を軸とした授業力の向上 
・校内研究の充実と日常指導へのフィードバック 
３）社会で活きる表現力の育成 
・授業、学校行事や特別活動、小中一貫教育 
４）家庭学習の習慣化と啓発 
・中学校と連携した「家庭学習の手引き」の活用と
啓発 
＜重点 2＞豊かな心の育成 
１）基本的な生活のきまりの徹底 
・「あいさつ」「言葉遣い」「思いやり」「廊下歩
行」等、日常指導と児童会の取組の継続 
・ネットモラル指導の充実 
２）いじめ及び自殺の未然防止と不登校児童への適
切な対応 

・SOS の出し方指導の徹底 
・組織対応及び情報共有 
・関係機関との連携、教育相談体制の充実 
・児童会を主体とした取組の充実 
３）「特別の教科道徳」の指導の充実と授業公開 
＜重点３＞健やかな体の育成 
１）日常的な体力向上への取組の継続 
２）新体力テストの全校実施と記録化 
・結果の活用と授業改善 
３）食育の充実と生活習慣改善に向けての家庭との連携 
＜重点４＞持続可能な小中一貫教育の推進と地
域社会との連携 
１）9 年間を見据えた指導の充実と継続 
・学びのスタンダード、「ＯＮ」に姿勢の定着 
・系統性を明確にした教育計画の実施 
・相互乗り入れ授業、合同学習、夢ノート（大志学）等 
２）コミュニティ・スクールと小中一貫教育の両輪 
・地域資源、人材の有効活用（関係機関との連携） 
３）幼稚園、保育園との連携強化 
・児童、保護者の情報共有 

・スタートアップカリキュラム 
＜重点５＞新たな学校課題への対応 
１）チーム双葉小の確立 
・学校経営プログラムによる学校経営の推進   
・将来を担う人材育成及び外部人材の有効活用 
２）安心・安全な学校づくり  
・新型コロナウイルス感染予防対策の継続 
・支持的風土のある学年・学級経営の充実 
・児童及び職員の生命安全の確保と各種取組 
３）特別支援教育の充実 
・一人一人の障がいや課題などに応じたきめ細かな
指導の充実（きらめき） 
・通常学級に在籍する児童への個々のニーズに応じ
た適切な支援・指導体制の充実 
４）SDGｓを意識した教育活動の推進 
＜重点６＞働き方改革 
〇働き方改革の推進 
・校務支援システムの活用 
・教職員のアイデア導入 
・家庭、地域の理解と協働機運の醸成 

【評価】 
●国「全国学力・学習状況調査」 
●国「全国体力・運動能力テスト」 
●学校「ＮＲＴ学力調査」 

●学校「中間評価」「年度末評価」 

●学校「学校経営プログラム」 
●学校「児童生活アンケート」 
●学校「保護者アンケート」 
●学校「評議委員会、CS 学校関係者評価」 

●道・市「いじめアンケート」 
●道「体罰調査」 
●市「学校生活改善に向けたアンケート」 
●市「一貫教育指標児童生徒アンケート」 

学校教育目標 
学び 思いやり きたえる 

 

 

 
 

 

スタンダード 「表現・えがお・チャレンジ」 

令和５年度の重点目標 

  共に学び、共に高め合う子どもたち 
【知】意欲的に学び、自ら考え、主体的に 表現 する力 

【徳】思いやりを持ち えがお で協力し合う 
【体】大志をいだきたくましく チャレンジ  

 

■校内主題 社会に主体的にかつ豊かに関わる子どもの育成 

～様々な「何」を明確にして～ 

■研究内容 ①「何」を明確にした教材開発 ②「何」を働かせる単元構成の工夫 

③「問い」の連続性を生み出す発問の工夫 

関連法令    
日本国憲法 教育基本法 学校教育法等 

社会に開かれた教育課程   
よりよい学校教育を通じてよりよい社
会を創るという目標を共有し、社会と
連携しながら、未来の創り手となるた
めに必要な資質・能力育む「カリキュ
ラムマネジメント」の実現 

学校を取り巻く状況 

〇旧若葉小・広葉小時代から４０年以

上経過し、統合されて１２年目にな

るが、児童数減が緩やかに進行中。 

〇保護者は学校教育への関心が高く、

学力・体力の向上にも熱心である。 

〇地域は高齢化が進んでいるが、登下

校の見守りや地域行事などで、児童

の成長を支えている。 

子どもの実態 
■全校的に見て落ち着いた生活ぶり

で、学習活動に意欲的である。 

■基礎学力は高めだが、学年によっ

ては二極化や下位層と上位層の減

少傾向が見られる。 

■あいさつ、返事、廊下歩行が悪い。

学年によって差がある。 

■家庭学習の更なる定着に向けての

工夫やタブレット等の利用に対す

るリテラシー教育が必要である。 

学校経営の重点と具体的取組 

校内研究 

 

学びが元気…意欲や活力をもって追求する子 

心が元気…誰に対しても優しい思いやりが表せる子 

体が元気…あきらめないで最後までやり抜く意思の強い子 

元気いっぱいの ふたばっ子 

 

■見守り隊による安全パトロール  ■子ども１１０番の家 

■児童相談所、子ども家庭課、児童活動センターとの連携 

■広葉中学校区青少年健全育成連絡協議会との連携 

地域・関係機関との連携・協働  

北広島市のめざす子ども像  
「大志をいだき 心豊かに たくましく 
生きる子ども」～賢く・優しく・たくまし
く～ 
①意欲的に学習に向かい、基礎的な知識・
技能を活用して、様々な課題を解決する力
（大志をいだき） 
②他人を思いやる心、生命や人権を尊重す
る心、自然や美しいものに感動する心、正
義や公正さを重んじる心（心豊かに） 
③困難に立ち向かうたくましく健康な心
と体（たくましく）力強く未来を生きてい
く子どもの育成 

         

■地域の人材、教材を生かした学校づくり                                ■土曜授業を活用した授業公開（保護者・地域）   

■各種たより・学校 HP を活用した積極的な情報発信            ■コミュニティ・スクールを土台とした小中一貫教育の充実 

開かれた学校づくり 

育成を目指す資質能力 
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北広島市立広葉中学校 令和５年度グランドデザイン（詳細版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 

スタンダード 
育成を目指す資質能力 

共に学び、共に高め合う子どもたち 

【知】意欲的に学び、主体的に考え、

表現 する力 

【徳】思いやりを持ち  

えがお で協力し合う 
【体】大志をいだきたくましく  

チャレンジ 

何ができるようになるか 

●学校教育の基本 

意欲的に学び、自ら考え、主体的に

表現する人を育てる 9 年間 

自他を尊重し、えがおでコミュニケー

ションをつなげ・ひろげる 9 年間 

心身を鍛え、大志をいだきたくましくチャ

レンジする 9 年間  

生きて働く 

「知識及び技能」 
❶学力・学習を支える基盤づくり 

「聞く・話す・書く・読む」 

より良い学習・生活習慣の改善定着 

❶自他を尊重し思いやりの気持ちを持

っている。 

❶心身ともに社会で通用する力を備えよう

と、意欲的に取り組む。 

未知の状況にも対応できる「思

考力・判断力・表現力」 
❷自ら考え、多様な手段で表現する。 

（言語・図表・身体・芸術等） 

（生徒を主体とした授業づくり）  

❷協働した学びから考えを広め、深めて

いく中で、新たな課題にも取り組む。 

（対話を重視した授業づくり） 

❷向上心をもって取り組むたくましさを持

ち、新たな創造に取り組んでいる。 

「学びに向かう力、人間性等」の

涵養 
❸主体的に学ぼうとする意識を持ち、

学びに楽しさを見出す。 

（小中一貫教育の漸進） 

❸笑顔を大切にし、コミュニケーション

スキルを生かすことができる。 
❸失敗を恐れず積極的にチャレンジし、学び

を人生や社会に生かそうとている。 

 
 

意欲的に学び、主体的に考え、表現 する力 思いやりを持ち、えがお で協力し合う 大志をいだきたくましく チャレンジ 

❶「学力・学習を支える基盤づくり」 

１）目的や状況・相手に応じて「聞く」「話す」 

２）目的条件に応じて「書く」必要な情報を「読む」

３）より良い学習習慣・生活習慣の改善定着 

・心を込めた「あいさつ・返事・言葉遣い」TPO 

・最後まできちんと聞く正しい姿勢 「ONの姿勢」 

・UD、家庭学習、教科ガイダンス等の工夫   

 

❷自ら考え、多様な手段で表現する・・授業改革 

１）主体的学びの視点～見通しと振り返り（自主性） 

２）対話的学びの視点～学び合いと思考を深める 

３）深い学びの視点 ～「見方・考え方」を働かせ 

生徒を主体とした授業づくり（表現活動の推進） 

・ICT を活用した学習指導の個別化・学習の個性化 

と、多様な他者と関わる「協働的な学び」を一体

的に充実。（伸びしろ層への対応） 

 

❸義務教育９年間を通して『生きる力』を育む小中

一貫教育の漸進 

１）「めざす子ども像」を共有し「生きる力」の育

成 

２）義務教育９年間を見通した一貫した指導    

３）子ども同士・教職員間の交流と協働による教育 

４）学びを支えあう教育環境づくり 

⇒学校、家庭、地域が連携して子どもの連続した

学びを支える教育環境（CSの確実な起動） 

❹道徳教育の充実 

１）全教育活動で自他の命を大切にする教育充実 

「ＳＯＳの出し方に関する教育」の推進 

２）「自主自律、自由と責任」「よりよい学校生活

と協働」「思いやり感謝」「生命の尊さ」を重点 

３）人権、福祉、環境、平和教育と関連 

４）特別支援教育の観点や性の多様性、LGBTＱ

等に対する合理的な配慮の実施 

 

❺安心・安全な環境づくりと集団形成 

１）いじめ、不登校の早期発見・早期チーム対応 

  ＜関係機関との連携＞ 

２）生徒理解ツール「ほっと」活用と集団づくり 

３）人間関係を築く力を育む学級・集団づくり 

４）（児童会）生徒会活動の充実⇒自己有用感 

５）自己有用感を高める道徳・特活・総合の充実 

 

❻コミュニケーションスキルの育成 

１）笑顔で他者と関わり、考えを広め深める機会

の充実（書く、聞く、表現する） 

２）「文章やメモから発表」「根拠に基づいて発

表」等、多様な発表力や「プレゼンテーション

力」「表現力」をつける学習を充実 

３）教育課程全般を通して、集団への所属感を高

め、自他ともに成就感を共有する場の尊重 

❼向上心を持ち、心身ともに社会で通用する力 

１）社会でたくましく生きていく力の育成 

 （言動、常識、コミュニケーション力） 

２）自他ともに向上心をもって取り組む体力向上 

 

❽夢や目標を持って努力することの大切さを学ぶ

大志学の充実 

１）学びを人生や生活・社会に生かそうとする（挑

戦する心）を養う大志学 

２）「かかわる力・みつめる力・やりぬく力・かな

える力」に焦点をあてたカリキュラム開発 

３）「きたひろ夢ノート」、職業体験等のカリキュ

ラム開発推進 

４）旅行的行事等、体験・協働を伴った学びの充実

と成果プレゼンテーションの工夫 

５）特別支援教育⇒キャリア・インクルーシブ 

６）効果的な外部人材活用 

 

❾今日的課題への対応 

１）持続可能な社会づくりの担い手 SDGｓ 

２）ICT、GIGA_Ｓ、アンビシャス4 ルール  

３）信頼され魅力ある学校づくり推進 ＣＳ 

４）特別支援教育の充実 

５）食育、安全教育、防災教育等の推進 

６）子どもと向き合う時間を生む働き方改革 

【評価】 
●「自ら学習に意欲を持ち、ねばり強く・・」（生徒 A） 
●「自己有用感「自分には良いところがあると思う」（学） 
●「学校で PC 等の ICT 機器を毎日使用」（学） 

 
●「学校が楽しい」（学力学習等調査アンケート） 
●「道徳の授業では、自分の考えを深めたり・・」（学） 
●生徒理解支援ツールの分析・いじめアンケート分析 

 
●「将来の夢や目標を持っている」（学・生徒 A） 
●「難しいことでも失敗を恐れずに挑戦」（学） 
●「目標をもって最後まであきらめず・・」（生徒 A） 

 

 

 

 

 
 
①地域の人材、教材を生かした学校づくり（学校支援地域本部事業の活用）    

②R５小中一貫を軸としたコミュニティ・スクール（学校運営協議会）    

③各種たより・学校 HP を活用した積極的な情報発信 

 

①教育活動全般における万全の安全対策 
②「自助・共助・公助 備えること」（安全・防災教育） 
③認め合い、安心して過ごせる教室、学校（人権尊重） 
④養護教諭・栄養教諭を活用した食育とアレルギー対応 

学校教育目標 
学ぼう 拓こう つなごう たくましく 

・自ら思考し 真理を求める生徒 
・豊かな心情を持ち 互いに協力する生徒 
・創意を生かし 主体的に行動する生徒 
・心身ともに健康で たくましい生徒 

スタンダード 「表現・えがお・チャレンジ」 

令和５年度の重点目標 

  共に学び、共に高め合う子どもたち 
【知】意欲的に学び、主体的に考え 表現 する力 

【徳】思いやりを持ち えがお で協力し合う 
【体】大志をいだきたくましく チャレンジ 

 

 

１．義務教育９年間を通して『生きる力』を育む小中一貫教育の漸進  ２．すべての子どもたちに資質能力を身につけさせる授業改革 

３．専門性を高める小中教職員の協働体制確立と研究・研修（個別最適な学びと協働的な学び）の充実  ４．迅速かつ適切な初期対応とチーム広葉確立    

５．いじめ・不登校を生まない学年・学級経営 ６．教育相談活動充実（SC SSW 関係機関等との連携） 

７．特別支援 Co を中心としたチームによる組織的対応と関係機関との連携強化  ８．R５コミュニティ・スクールを中心に据えた地域連携促進 

安心・
安全を
守る 

関連法令    
日本国憲法 教育基本法 学校教育法等 

北広島市のめざす子ども像  
 
『大志をいだき  

心豊かに  
たくましく 生きる子ども』 

  ～賢く 優しく たくましく～ 

社会に開かれた教育課程   

●よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る 

という理念を学校と社会が共有 

●学校は、必要な学習内容をどのように学び、ど 

のような資質・能力を身に付けられるようにす 

るのかを教育課程において明確にする 

●社会との連携・協働によりその実現を図る 
 

保護者・地域の願い 
（保護者アンケートから） 
❶「何かに打ち込み充実感・達成感」 
❷「授業が楽しく充実⇒学ぶ意欲」       
❸「自立し、生きる力を身につける」     
 打ち込めるものがあり、充実感や達成
感の持てる学校生活と楽しくわかりや
すい授業から「学ぶことが好きになって
ほしい」という保護者の願いが強い。 
 
 
 
 
 

子どもの実態（課題となる事項） 
❶将来の夢や目標を持っている 

十分達成 R4：62⇒目標 80％ 

❷「家で自分で計画を立てて勉強して

いる」 

十分達成 R4：46⇒目標 70％    

❻「難しいことでも失敗を恐れないで 

挑戦する」 

十分達成 R4：60⇒目標 70％ 

育成を目指す資質能力 

重点教育目標の具現化に向けた取組 

指導体制の充実、家庭・地域との連携・協働 （実施するために何が必要か） 

開かれ
た学校
づくり 
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令和 5 年度広葉中学校区 CS 協議会と連携する活動団体とメンバー 

No. 活動団体 氏名 部会 備考 

1 放課後子ども教室 小西 稔 
会長 

学び支援部 
 

2 北広島わかば幼稚園 室橋 克己 
副会長 

地域連携部 
 

3 第 1 住区自治連合会 今莊 雅理 学び支援部 連合会会長 

4 第 2 住区自治連合会 甲斐野 弘幸 地域連携部 連合会会長 

5 広葉中学校区健連協 浅野 静夫 
地域連携部 

部長 
健連協副会長 

6 民生児童委員 吉村 幸子 地域連携部  

7 人権擁護委員・社会福祉協議会 三國 勝美 
安全部 

部長 
 

8 見守り隊 島宗 政行 安全部 隊長 

9 お話の会「そらまめ」 岡本 若子 
学び支援部 

部長 
 

10 NPO 法人「いこーよ」 伊藤 緑 安全部  

11 すみれ保育園 砂金 智美 地域連携部  

12 広葉中学校 PTA 尾崎 英輝 地域連携部 会長 

13 広葉中学校 PTA 佐藤 直美 学び支援部 学年委員長 

14 双葉小学校 PTA 本宮 昌宣 安全部 会長 

15 双葉小学校 PTA ハンラティー梓 学び支援部 副会長 

16 広葉中学校職員 山口 歩  校長 
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17 広葉中学校職員 鞍貫 耕平 事務局(広報) 教頭 

18 広葉中学校職員 大城 裕貴 安全部 生徒指導 

19 双葉小学校職員 布施 裕  校長 

20 双葉小学校職員 山口 広宣 事務局 教頭 

21 双葉小学校職員 川瀬 直樹 学び支援部 教務 

計 21 名 

役員会構成メンバー                       安全部メンバー 

学び支援部メンバー 

 

 

 

 

学び支援部メンバー           地域連携部メンバー 

 

 

 

 

 

 岡本 若子 (部長) 

今莊 雅理 

佐藤 直美 

ハンラティー梓 

川瀬 直樹 

小西 稔 (会長) 

           計 6 名 

小西 稔 (会長) 

室橋 克己(副会長) 

岡本 若子(学び支援部部長) 

浅野 静夫(地域連携部部長) 

三國 勝美(安全部部長) 

小中学校長  

小中教頭  

          計 9 名 

三國 勝美(安全部部長) 

伊藤 緑 

島宗 政行 

本宮 昌宣 

大城 裕貴 

           計 5 名 

浅野 静夫 (部長) 

甲斐野 弘幸 

吉村 幸子 

砂金 智美 

尾崎 英輝 

室橋 克己 (副会長) 

           計 6 名 
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令和 5 年度各部全体活動計画 

月 日 CS 全体 学び支援部 安全部 地域連携部 

5 12 第 1 回 CS 協議会 年間計画作成 年間計画作成 年間計画作成 

6      

7 22 

28 

第 1 回小中授業公開 

第 2 回 CS 協議会 

 
防災キャンプ

呼びかけ 
 

8    
8/30 

防災キャンプ 

(いこーよ) 

中止 

8/ 

第二住区花火大

会 

9 6～9 
9/6～9/9 

資源回収(双葉小) 

9/19～27 

双葉小ランニン

グサポート 

子ども 110 番

の家配付 

見守り隊募集 

 

10  学習発表会 
 

 
10/25 

幼・小・中・地域

連携ゴミ拾い 

11 
24 ・

25 

11/25第2回授業公開 

11/24～25 

資源回収(広葉中) 

 
11/25 

小・中・地域情

報モラル教室 

双葉小体育館 

 

12     
12/16 

クリスマスコ

ンサート応援 

1 31 第 3 回 CS 協議会    

2     
2/10 

健連協卓球・ゲ

ーム大会サポ

ート 


